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(57)【要約】
【課題】使用時に頭部に対する冷却効果を十分得ること
ができ、かつ、冷却剤を使用せずに低コストで冷却する
ことができる陶枕を提供する。
【解決手段】枕５は、枕本体部１０とキャップ部４０と
を有し、枕本体部１０は、枕状部１２と、枕状部１２内
に水を供給するための筒状部３０とを有していて、枕本
体部１０は陶製である。筒状部３０は、略Ｌ字状の筒状
を呈していて、筒状部３０の開口端は上側に向いている
。キャップ部４０は、筒状部３０の開口端を開閉するた
めの部材である。
【選択図】図１
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
枕であって、
　陶製の枕本体部で、
　載置面に載置する際に載置面に接触する底面部を有し、内部に水を収納することができ
るように中空に形成され、側部に開口部が形成された枕状部と、
　該枕状部の開口部に連結された略Ｌ字状の筒状部で、枕状部の底面部を下方に向けた場
合にその開口端が上方に向くように形成された筒状部とを有し、筒状部における該開口端
以外は密閉して形成された枕本体部と、
　筒状部の開口端に着脱自在で、筒状部の開口端を開閉するキャップ部と、
を有することを特徴とする枕。
【請求項２】
上記筒状部が、略Ｌ字状の筒状を呈する筒状部本体と、筒状部本体と枕状部の側部の開口
部とをつなぐ環状部で、枕状部側にいくほど内径が大きくなる略テーパ状の環状部とを有
することを特徴とする請求項１に記載の枕。
【請求項３】
枕であって、
　陶製の枕本体部で、
　載置面に載置する際に載置面に接触する底面部を有し、内部に水を収納することができ
るように中空に形成され、側部に開口部が形成された枕状部と、
　該枕状部の開口部に連結された筒状部で、枕状部の底面部を下方に向けた場合にその開
口端が側方に向くように形成された筒状部とを有し、筒状部における該開口端以外は密閉
して形成された枕本体部と、
　筒状部の開口端に着脱自在で、筒状部の開口端を開閉するキャップ部と、
を有することを特徴とする枕。
【請求項４】
枕状部が、略長方形状の底面部の長辺側である正面側の端部から立設した正面部と、底面
部の背面側の端部から立設した背面部と、底面部の右側面側の端部から立設した右側面部
と、底面部の左側面側から立設した左側面部と、正面部の上端と背面部の上端と右側面部
の上端と左側面部の上端とに連設され、枕状部の上面を形成する上面部を有し、筒状部が
接続される上記開口部は、右側面部又は左側面部に形成されていることを特徴とする請求
項１又は２又は３に記載の枕。
【請求項５】
上面部の中央領域が両側の端部領域よりも凹んで形成されていることを特徴とする請求項
４に記載の枕。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は、枕に関するものであり、特に、陶製の枕に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、陶磁器製の枕である陶枕が知られている。従来における陶枕は、内部が中空
に形成されたものが一般的であり、例えば、外側と内側とを貫通する複数の貫通孔が設け
られて通気性を向上させたものが存在する。
【０００３】
　また、特許文献１に示すように、略筒状に形成された陶枕で、蓄冷剤を内部に収納可能
なタイプのものも存在する。
【０００４】
　また、特許文献２に示すように、陶磁器で形成された枕の両側の側部に孔を設けて、内
部に氷や冷水を入れることができるものが存在する。
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【特許文献１】実開昭６３－５９６２０号公報
【特許文献２】意匠登録第１２０９２２４号公報
【考案の開示】
【考案が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかし、上記従来の陶枕においては、単に内部を中空にした陶製である場合や、貫通孔
を設けたものの場合には、冷却効果が十分でないという問題があった。
【０００６】
　また、特許文献１に示す陶枕においては、内部に蓄冷剤を入れて使用するので、蓄冷剤
を別途準備する必要があり経済的でなく、また、蓄冷剤を内部に収納した場合でも蓄冷剤
が接する領域は陶枕の内側の空間の底部であるので、使用時に頭部が接する領域まで十分
に冷却することができないという問題があった。
【０００７】
　また、特許文献２の枕の場合には、内部に氷や水を入れた場合に、両側の側部に孔が開
いているので、水がこぼれてしまうおそれがあり、水がこぼれない程度にする場合には、
冷却に十分な量の氷や水を入れることができないという問題がある。
【０００８】
　そこで、本考案は、使用時に頭部に対する冷却効果を十分得ることができ、かつ、冷却
剤を使用せずに低コストで冷却することができる陶枕を提供することを目的とするもので
ある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本考案は上記問題点を解決するために創作されたものであって、第１には、枕であって
、陶製の枕本体部で、載置面に載置する際に載置面に接触する底面部を有し、内部に水を
収納することができるように中空に形成され、側部に開口部が形成された枕状部と、該枕
状部の開口部に連結された略Ｌ字状の筒状部で、枕状部の底面部を下方に向けた場合にそ
の開口端が上方に向くように形成された筒状部とを有し、筒状部における該開口端以外は
密閉して形成された枕本体部と、筒状部の開口端に着脱自在で、筒状部の開口端を開閉す
るキャップ部と、を有することを特徴とする。
【００１０】
　上記第１の構成の枕においては、枕本体部の筒状部から水を供給して枕本体部内に水を
入れる。その後、キャップ部により筒状部の開口端を閉じて、枕を冷蔵庫等に入れて冷却
し、枕を使用する際に、冷蔵庫から取り出して枕として使用する。なお、水を入れた枕を
冷蔵庫等で冷やすのではなく、枕本体部内に冷却された水を入れて使用してもよい。
【００１１】
　この第１の構成の枕によれば、枕内部に冷却された水があることにより、水は枕状部の
内側に直接接しているので、枕状部の外面に冷たさを伝えやすく、特に、キャップ部が設
けられていることにより、枕状部内に水を十分満たすことができる構造となっていて、水
を内部に十分満たすことにより頭部を配置する位置も十分冷却することができ、冷却効果
を十分得ることができる。特に、枕本体部は陶製であるので、内部の水の温度が枕の外面
に伝わりやすいとともに、冷たさを適度に保つことができる。また、中に水を入れて使用
するので、低コストで冷却することができる。また、筒状部が略Ｌ字状を呈していて、枕
状部の底面部を下方に向けた場合にその開口端が上方に向くように形成されているので、
仮にキャップ部が筒状部から外れた場合でも枕本体部が水平に保たれていれば水がこぼれ
ることがない。
【００１２】
　また、第２には、上記第１の構成において、上記筒状部が、略Ｌ字状の筒状を呈する筒
状部本体と、筒状部本体と枕状部の側部の開口部とをつなぐ環状部で、枕状部側にいくほ
ど内径が大きくなる略テーパ状の環状部とを有することを特徴とする。このような環状部
が設けられていることにより、水を供給する際に迅速に供給することができる。
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【００１３】
　また、第３には、枕であって、陶製の枕本体部で、載置面に載置する際に載置面に接触
する底面部を有し、内部に水を収納することができるように中空に形成され、側部に開口
部が形成された枕状部と、該枕状部の開口部に連結された筒状部で、枕状部の底面部を下
方に向けた場合にその開口端が側方に向くように形成された筒状部とを有し、筒状部にお
ける該開口端以外は密閉して形成された枕本体部と、筒状部の開口端に着脱自在で、筒状
部の開口端を開閉するキャップ部と、を有することを特徴とする。
【００１４】
　この第３の構成の枕によれば、枕内部に冷却された水があることにより、水は枕状部の
内側に直接接しているので、枕状部の外面に冷たさを伝えやすく、特に、キャップ部が設
けられていることにより、枕状部内に水を十分満たすことができる構造となっていて、水
を内部に十分満たすことにより頭部を配置する位置も十分冷却することができ、冷却効果
を十分得ることができる。特に、枕本体部は陶製であるので、内部の水の温度が枕の外面
に伝わりやすいとともに、冷たさを適度に保つことができる。また、中に水を入れて使用
するので、低コストで冷却することができる。
【００１５】
　また、第４には、上記第１から第３までのいずれかの構成において、枕状部が、略長方
形状の底面部の長辺側である正面側の端部から立設した正面部と、底面部の背面側の端部
から立設した背面部と、底面部の右側面側の端部から立設した右側面部と、底面部の左側
面側から立設した左側面部と、正面部の上端と背面部の上端と右側面部の上端と左側面部
の上端とに連設され、枕状部の上面を形成する上面部を有し、筒状部が接続される上記開
口部は、右側面部又は左側面部に形成されていることを特徴とする。
【００１６】
　また、第５には、上記第４の構成において、上面部の中央領域が両側の端部領域よりも
凹んで形成されていることを特徴とする。これにより頭部を載置しやすくなっている。
【考案の効果】
【００１７】
　本考案に基づく枕によれば、枕内部に冷却された水があることにより、水は枕状部の内
側に直接接しているので、枕状部の外面に冷たさを伝えやすく、特に、キャップ部が設け
られていることにより、枕状部内に水を十分満たすことができる構造となっていて、水を
内部に十分満たすことにより頭部を配置する位置も十分冷却することができ、冷却効果を
十分得ることができる。特に、枕本体部は陶製であるので、内部の水の温度が枕の外面に
伝わりやすいとともに、冷たさを適度に保つことができる。また、中に水を入れて使用す
るので、低コストで冷却することができる。
【考案を実施するための最良の形態】
【００１８】
　本考案においては、使用時に頭部に対する冷却効果を十分得ることができ、かつ、冷却
剤を使用せずに低コストで冷却することができる陶枕を提供するという目的を以下のよう
にして実現した。
【実施例１】
【００１９】
　本考案に基づく枕５は、図１～図８に示すように構成され、枕本体部１０と、枕本体部
１０における筒状部３０に着脱自在のキャップ部４０とを有している。
【００２０】
　ここで、枕本体部１０は、全体に略枕状を呈した枕状部１２と、筒状部３０とを有して
いて、全体に陶製である。つまり、枕状部１２と筒状部３０とからなる枕本体部１０が全
体に一体に陶器（又は陶磁器）により形成されている。つまり、枕本体部１０は、陶製と
なっている。
【００２１】
　枕状部１２は、内部が空洞の枕状（具体的には、横長の平板状）を呈し、略平板状の底
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部１４と、底部１４の正面側から立設した正面部１６と、底部１４の背面側から立設した
背面部１８と、底部１４の右側面側から立設した右側面部２０と、底部１４の左側面側か
ら立設した左側面部２２と、正面部１６の上端と背面部１８の上端と右側面部２０の上端
と左側面部２２の上端から連設され、枕状部１２の上面を形成する上面部２４とを有して
いる。
【００２２】
　ここで、底部１４は、略方形状（方形状としてもよい）（具体的には、略長方形状（長
方形状としてもよい））の平板状を呈し、その長辺側が正面側及び背面側となっている。
正面部１６と背面部１８と右側面部２０と左側面部２２は高さ方向の略中央が最も外側と
なる湾曲した板状を呈し、底部１４や上面部２４との境界領域も曲面状に形成されている
。また、上面部２４は、左右方向の略中央領域が両側の端部領域よりも凹んだ形状となっ
ている。これにより、使用時に頭部を配置しやすくなっている。また、右側面部２０には
、筒状部３０の取付け領域に穴部２０ａが形成されている。つまり、筒状部３０の環状部
３４の右側面部２０側の内径と略同一の穴部２０ａが形成されている。
【００２３】
　なお、枕状部１２は、内部に空洞が形成された中空状に形成され、その厚みは略均等に
形成されている。
【００２４】
　また、筒状部３０は、水を枕状部１２内に供給するための部材で、全体に略Ｌ字状の筒
状を呈していて、枕状部１２に接続されている。筒状部３０は、筒状部本体３２と、環状
部３４とを有していて、筒状部本体３２は、略Ｌ字状の筒状を呈していて、環状部３４は
、筒状部本体３２の右側面部２０側の端部と右側面部２０の穴部２０ａとをつなぐもので
、枕状部１２側にいくほど内径が大きくなる略テーパ状を呈している。筒状部本体３２は
、一方の端部（開口端）が上方を向き、他方の端部が側方（つまり、右側面部２０側）を
向いている。なお、筒状部本体３２の上端位置は、少なくとも枕状部１２の内部の高さ方
向の最上位置と同じ高さ又は該最上位置よりも高く形成されている。筒状部本体３２の上
端位置を枕状部１２の上面部２４の最上位置と同じ又は該最上位置よりも高く形成しても
よい。なお、筒状部本体３２は略Ｌ字状の筒状を呈するが、筒状部３０全体として見ても
、略Ｌ字状の筒状を呈しているといえる。なお、上記の例では、筒状部３０を枕状部１２
の右側面部２０に設けたが、筒状部３０を枕状部１２の左側面部２２に設けてもよい。
【００２５】
　なお、枕本体部１０を構成する各部の厚み、すなわち、枕状部１２の肉厚の厚みＳや、
筒状部３０の肉厚の厚みは略均一に形成され、該肉厚の厚みは、４～８ｍｍに形成されて
いる。ただし、該肉厚の厚みは他の厚みであってもよい。
【００２６】
　なお、上記枕本体部１０においては、筒状部３０における開口端以外は密閉して形成さ
れている。
【００２７】
　また、キャップ部４０は、筒状部３０の開口端を開閉するための部材であり、図８に示
すように、筒状部本体３２に着脱自在に嵌合する栓部４２と、栓部４２の端部に固着され
た略円柱状のキャップ本体４４とを有している。栓部４２は、略円柱状で非柔軟性の本体
部４２ａと本体部４２ａの周囲に設けられた弾力性のある合成樹脂部４２ｂとから構成さ
れ、全体に略円柱状を呈し、合成樹脂部４２ｂは、その周囲に複数のリング状の突出部を
有し、栓部４２を筒状部本体３２に嵌合させることにより、枕状部１２内の水が外部に漏
れないようにすることができる。つまり、栓部４２においては、本体部４２ａの径は、筒
状部本体３２の内径（特に、上端領域の内径）よりも小さく、合成樹脂部４２ｂを含めた
径は、筒状部本体３２の内径（特に、上端領域の内径）よりも若干大きく形成されている
。また、キャップ本体４４も非柔軟性を有する素材により形成され、例えば、キャップ本
体４４と本体部４２ａは一体に形成されている。
【００２８】
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　また、環状部３４は、略均一の厚みの環状を呈し、筒状部本体３２側から右側面部２０
側にいくに従い、径が大きくなるように形成されている。
【００２９】
　上記構成の枕５の使用状態について説明する。キャップ部４０を枕本体部１０から取り
外して、枕本体部１０の筒状部３０から水を供給する。水を供給する際には、筒状部本体
３２の上端が上向きであるので、枕状部１２を水平にしておくのが好ましく、枕状部１２
を水平にしておけば筒状部本体３２の上端が上向きとなるので、水を供給しやすい。また
、枕状部１２側にいくほど内径が大きくなる環状部３４が設けられていることにより、水
を供給する際に迅速に供給することができる。
【００３０】
　筒状部３０から水を供給することにより、枕状部１２内に水が収納される。なお、筒状
部３０の筒状部本体３２の上端位置は少なくとも枕状部１２の内部の高さ方向の最上位置
と同じ高さ又は該最上位置よりも高く形成されているので、枕状部１２内に水を充満させ
たとしても水があふれることがない。ただし、キャップ部４０の栓部４２を筒状部３０に
嵌合させる必要があるので、供給する水の量は枕状部１２の容積よりも若干少なくするの
が好ましい。
【００３１】
　枕状部１２内に水を供給したら、枕５を冷蔵庫に入れて枕５を冷却する。そして、枕５
を使用する際に、冷蔵庫から枕５を取り出して使用する。なお、水を入れた枕５を冷蔵庫
等で冷やすのではなく、枕本体部１０内に冷却された水を入れて使用してもよい。
【００３２】
　本実施例の枕５によれば、枕内部に冷却された水があることにより、水は枕状部１２の
内側に直接接しているので、枕状部の外面に冷たさを伝えやすく、特に、キャップ部４０
が設けられていることにより、枕状部１２内に水を十分満たすことができる構造となって
いて、水を内部に十分満たすことにより頭部を配置する位置も十分冷却することができ、
冷却効果を十分得ることができる。特に、枕本体部１０は陶製であるので、内部の水の温
度が枕の外面に伝わりやすいとともに、冷たさを適度に保つことができる。つまり、例え
ば、枕本体部１０が断熱性の高い素材であれば、中に冷却された水が入っていても外面に
冷たさは伝わらず、逆に、枕本体部１０が金属のように導電性の高い素材により形成され
ている場合には、冷たさを長時間維持することができないが、本実施例の枕５においては
、枕本体部１０が陶製であるので、水の冷たさを外面に伝わりやすくするとともに、冷た
さを適度に保つことができる。
【００３３】
　また、本実施例の枕５によれば、中に水を入れて使用するので、低コストで冷却するこ
とができる。また、枕５にはキャップ部４０が設けられていて、枕本体部１０は、筒状部
３０における開口端以外は密閉して形成されているので、中に入れた水が外部にこぼれる
おそれがない。特に、筒状部３０がＬ字状を呈しているので、仮にキャップ部４０が筒状
部３０から外れた場合でも枕本体部１０が水平に保たれていれば水がこぼれることがない
。
【実施例２】
【００３４】
　次に、実施例２の陶製枕について説明する。本実施例の枕５’は、実施例１の枕５と略
同様の構成であるが、筒状部の構成が異なる。
【００３５】
　つまり、本実施例の枕５’は、陶製の枕本体部１０と、枕本体部１０における筒状部３
０’に着脱自在のキャップ部４０とを有し、枕本体部１０は、枕状部１２と筒状部３０’
とを有しているが、実施例１の枕５と異なり、筒状部３０’は、右側面部２０に設けられ
、略円筒状を呈している。つまり、略円筒状の筒状部３０’は横方向を向いていて、筒状
部３０’の右側面部２０側とは反対側の端部は、側方を向いている。
【００３６】
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　枕５’における筒状部３０’以外の構成は、実施例１の枕５と略同一であるので詳しい
説明を省略する。すなわち、枕状部１２やキャップ部４０の構成は、実施例１の枕５にお
ける各部の構成と略同様である。
【００３７】
　上記構成の枕５’の使用状態について説明する。枕５’の使用状態は実施例１の枕５の
使用状態と同様であるが、枕状部１２内に水を供給するには、筒状部３０’の端部が横向
きとなっているので、枕状部１２を縦方向に立てた状態で水を供給するのが好ましい。
【００３８】
　枕状部１２内に水を供給したら、上記実施例１の場合と同様に、枕５’を冷蔵庫に入れ
て枕５’を冷却する。そして、枕５’を使用する際に、冷蔵庫から枕５’を取り出して使
用する。水を入れた枕５’を冷蔵庫等で冷やすのではなく、枕本体部１０内に冷却された
水を入れて使用してもよい。
【００３９】
　本実施例の枕５’によれば、枕内部に冷却された水があることにより、水は枕状部１２
の内側に直接接しているので、枕状部の外面に冷たさを伝えやすく、特に、キャップ部４
０が設けられていることにより、枕状部１２内に水を十分満たすことができる構造となっ
ていて、水を内部に十分満たすことにより頭部を配置する位置も十分冷却することができ
、冷却効果を十分得ることができる。特に、枕本体部１０は陶製であるので、内部の水の
温度が枕の外面に伝わりやすいとともに、冷たさを適度に保つことができる。
【００４０】
　また、本実施例の枕５’によれば、中に水を入れて使用するので、低コストで冷却する
ことができる。また、枕５’にはキャップ部４０が設けられ、枕本体部１０は、筒状部３
０’における開口端以外は密閉して形成されているので、中に入れた水が外部にこぼれる
おそれがない。さらには、筒状部３０’の構成が、実施例１の場合とは異なり、単に略円
筒状を呈しているので、筒状部３０’とキャップ部４０の構成が実施例１に比べて邪魔に
なることがない。
【図面の簡単な説明】
【００４１】
【図１】本考案の実施例１に基づく陶製枕の上方前方斜視図である。
【図２】本考案の実施例１に基づく陶製枕の分解上方前方斜視図である。
【図３】本考案の実施例１に基づく陶製枕の上方後方斜視図である。
【図４】本考案の実施例１に基づく陶製枕の下方前方斜視図である。
【図５】本考案の実施例１に基づく陶製枕の正面図である。
【図６】図１におけるＡ－Ａ断面図である。
【図７】図５におけるＢ－Ｂ断面図である。
【図８】キャップ部の斜視図である。
【図９】本考案の実施例２に基づく陶製枕の分解斜視図である。
【符号の説明】
【００４２】
　５、５’　枕
　１０　枕本体部
　１２　枕状部
　１４　底部
　１６　正面部
　１８　背面部
　２０　右側面部
　２２　左側面部
　２４　上面部
　３０、３０’　筒状部
　３２　筒状部本体
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　３４　環状部
　４０　キャップ部
　４２　栓部
　４４　キャップ本体

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】
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